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研究成果の概要（和文）：　本研究は，ソーシャルビジネスが創生した場（組織タイプ）によって，ソーシャ
ル・アントレプレナーシップの対内外の影響や制約が異なると考え，①NPO,②ソーシャル・ベンチャー，③社会
志向型企業，④一般企業，⑤協働に類型化したタイプごとに研究を進めた。
　各類型のソーシャル・アントレプレナーシップの促進要因および阻害要因を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：　This study considers that the internal and external influences and 
constraints of social entrepreneurship differ depending on the place where social business is 
created (organization type), and conducts research on each type of social entrepreneurship, which is
 categorized into (1) NPOs, (2) social ventures, (3) socially-oriented companies, (4) general 
companies, and (5) collaborative.
　We identified the factors that promote and hinder social entrepreneurship in each type.

研究分野： 経営学

キーワード： ソーシャル・アントレプレナーシップ　ソーシャルビジネス　事業承継　コレクティブ・インパクト　
協働

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通して，ソーシャルビジネスのビジネスモデル確立から発展へと導くソーシャル・アントレプレナーシ
ップのあり方への理論的・実践的インプリケーションを導出した。多様なソーシャル・アントレプレナーシップ
を解明する上で，ソーシャルビジネス創生の場（組織）に着目したことで，一般的な企業や協働の場といった多
様なソーシャル・アントレプレナーシップを視野に含むことができ，各類型ごとの促進要因および阻害要因をま
とめることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

 日本のソーシャル・アントレプレナーシップ（SE）が，十分な社会的インパクトを上げている

のか，疑問視されている。日本の SE の成果は，平均的には小規模なインパクトにとどまり，特

にソーシャルビジネスを専業で担う組織が成長できず，小規模なままにとどまっているとされ

る（日本総合研究所 2017）。また一般の大企業等が実施するソーシャルビジネスに関しても，本

業での事業化は難しいとされ，途中で頓挫して財団に移されるという事例研究等が報告されて

いる（横山 2019）。このように，ソーシャルビジネスは創生されているが，順調に育っていると

は言いがたい状況にある。それに対して，これまでの SE 研究は創業前後を中心に研究が行われ，

時系列で長期間のプロセスを追った研究は少ない。ハイブリッド組織のマネジメントに限定し

た文脈で行われているものが数点あるにとどまる（Kannothra, et al., 2018; Smithe & 

Besharov, 2019）。しかし，社会的インパクトをもたらすソーシャルビジネスを包括的に解明す

るためには，創業前後に加えて，ビジネスモデルの確立からスケールディープ・スケールアップ・

スケールアウトといった発展ステージも含めて検討する必要がある。 

 したがって，以上のような学術的背景の下，本研究の学術的問いは，「社会的インパクトをも

たらすソーシャルビジネスとはどのようなもので，どのようなプロセスを経て育っていくのか。

社会的インパクトをもたらすソーシャルビジネスを創生させ，展開させるソーシャル・アントレ

プレナーシップ（SE）とはいかなるものか」というものである。 

 
 
２．研究の目的 
 

「社会的インパクトをもたらすソーシャルビジネスの創生・展開の解明」という学術的問いに

こたえるために，本研究の目的は，ソーシャルビジネス創生・展開における阻害要因の抽出と，

それを克服するソーシャル・アントレプレナーシップ（SE）のプロセスとキイ・ファクターを明

らかにすることにある。その際に，個人・組織・制度の各レベルに潜む阻害要因を整理するとと

もに，組織制約を考慮するために，ソーシャルビジネスの創生した場（組織）ごとに詳細な検討

を行う。本研究は，方法論的トライアンギュレーションを採用して，詳細な個別事例分析と比較

事例分析，定量分析，理論研究を組み合わせる。本研究を通して，ソーシャルビジネスのビジネ

スモデル確立から発展へと導くソーシャル・アントレプレナーシップのあり方への理論的・実践

的インプリケーションを導出する。 

具体的には，ソーシャルビジネスが生まれ，育つといった展開過程において，いかなる阻害要

因が考えられ，ソーシャル・アントレプレナーシップ（SE）はいかにすれば，その阻害要因を乗

り越えることができるのか，検討することにある。ソーシャルビジネスの展開ステージを，（A）

創生前ステージ，（B）創生ステージ（プロトタイプ・ステージ，ビジネスモデル創造期），（C）

ビジネスモデル確立ステージ，（D）発展ステージ（スケールディープ，スケールアップ，スケー

ルアウト）と 4ステージに分けて考え，各ステージにおける阻害要因の抽出，および克服する SE

のプロセスとキイ・ファクターを明らかにする。 

 

 

 



 
 
３．研究の方法 
 

本研究は，目的遂行のために，具体的には以下のステップを踏む。 

(1) ソーシャル・アントレプレナーシップ（SE）およびソーシャルビジネスに関する先行研

究のサーベイ。 

(2) ソーシャルビジネスの事業展開上に生じる阻害要因を捉える枠組みの提示と精緻化。 

(3) 2次資料を中心としたパイロット調査。 

(4) 各組織タイプのソーシャル・アントレプレナー（チーム）へのインタビュー調査に基づ

く，事業展開の阻害要因とその克服のプロセスおよびキイ・ファクターの仮説発見。 

(5) ソーシャル・アントレプレナー（チーム）対象のアンケート調査による仮説検証。 

(6) 理論研究，定性研究，定量研究から得られた分析結果の統合による，ソーシャルビジネ

ス阻害要因とそれらを克服する，社会的インパクトをもたらすSE理論の体系化。 

(7) 戦略論・組織論視点の，社会的インパクトをもたらすSEへの処方箋の提示を行う。 

 
４．研究成果 

 本研究は，ソーシャルビジネスが創生した場（組織タイプ）によって，ソーシャル・アントレ

プレナーシップの対内外の影響や制約が異なると考え，図 1 に類型化したタイプごとに研究を

進めた。 

図 1 

 

 ①に関しては，ソーシャル・アントレプレナーシップの伝承に関して，事業承継フェーズにフ

ォーカスを絞って研究を進めた。ソーシャル・アントレプレナーシップの事業承継に絡む諸課題

を明らかにするとともに，その緩和策・解決策を定量的かつ理論的に検討した。具体的には，文

献研究から，事業承継というソーシャル・アントレプレナーシップ伝承の成否を規定する要因と

して，創設者シンドローム，リーダー・TMT 特性，事業承継計画，ガバナンス，組織特性の 5要

因を抽出し，それら要因に基づく分析フレームワークを構築して，日本の NPO にアンケート調査

を実施し分析した。その結果，創設者シンドロームという現象が日本の NPO 業界に生起している

こと，その緩和のためには組織化の程度が大きく影響することを明らかにした。 

 ②と③に関しては，パレーシアステースというフーコーが論じた概念を用いて，ソーシャル・

アントレプレナーシップの行動様式を分析した。ソーシャル・アントレプレナーシップを既存の

体制と異なる真理を語り，勇気をもって，リスクを冒し挑戦する企業家の生き方としてとらえ，

そこにおいて企業家的真理ゲームとして展開される企業家活動の政治的・倫理的実践の二重性



がみられることを明らかにした。 

 またソーシャル・アントレプレナーシップのサーベイ研究を実施して，概念化の軌跡と課題を

とりまとめた。先行研究を整理して，SE 概念化の試みを整理し，その基本的な特徴を 4 つの基

本的構図としてまとめた。中でも，制度ロジックに基づく概念化とその実証研究が欧米を中心に

世界で展開されてきている様を整理した。そして，ソーシャル・アントレプレナーシップの社会

性基準と資源動員の側面からの課題を導出して，今後のこの分野における研究上の焦点を明ら

かにした。 

 さらに，日本の障がい者の就労移行支援事業会社のソーシャル・アントレプレナーシップを制

度ロジックの視座から複数事例分析を行い，社会性ロジックと経済性ロジックへの重きの置き

方によってマネジメント成果が異なることを見出した。 

 ④に関しては，大企業における，コーポレート・ソーシャル・アントレプレナーシップの解明

に向けて，インテンシブな事例研究を行った。具体的には，既存企業内でコーポレート・ソーシ

ャル・アントレプレナーシップが発揮するメカニズムを解明した。理論的含意としては，コーポ

レート・ソーシャル・アントレプレニュアル・インテンションについては，ソーシャル・アント

レプレニュアル・インテンションの議論を援用し拡張し得ることを明らかにした。そして，メカ

ニズムを説明するフレームワークを構築した。実践的含意にとしては，コーポレート・ソーシャ

ル・アントレプレナーシップを展開する上では，まずコーポレート・アントレプレナーシップを

鍛える必要があることを見出した。 

 ⑤に関しては，協働におけるソーシャル・アントレプレナーシップ現象の解明である。社会的

価値創造のために，多様で異質な組織との協働を遂行していく上で，ソーシャル・アントレプレ

ナーシップは，2段階のフェーズを経ること，しかもソーシャル・アントレプレナーの集合的努

力がみられることを，事例研究から明らかにした。2 段階のフェーズは，協働のマッチングを図

るプラットフォーム創造という企業家活動Ⅱと，ソーシャルビジネスの事業化を推進する企業

家活動Ⅰである。特に，見逃されやすい企業家活動Ⅱの重要性を説いた。そこでは，①フレーミ

ング（framing），②コンビーニング（convening），③マルチボカリティ（multivocality）とい

う，ソーシャル・アントレプレナーたちの相互に関連した戦略的活動が見られた。また企業家活

動Ⅰでは，協働間，もしくは 1組織内での正当化活動がみられたが，協働間においては協働的妥

協戦略が，1組織内では創造的正当化プロセス行動が行われていた。 
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